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県の支援制度
埼玉県では、商店街の防災取組に係る事業の支援をしています。

  黒おび商店街補助事業

黒おび商店街※の活力向上に資する新たな取り組みに対し、補助します。
（問い合わせ先：048-830-3761)

ほかにも、商店街の活性化に向けての支援を行っています。

  商店街等施設整備事業

商店街が行う施設整備に対して、市町村を通じて補助します。

  専門家派遣事業

地域商業の活性化に取り組む県内の商店街・商業者等に対して、民間の専門
家を派遣します。
専門家の適切なアドバイスにより課題の解決を支援します。

※埼玉県では、元気でやる気のある商店街を「黒おび商店街」として認定し、商店街の取組を集
中的にお手伝いさせていただいております。黒おび商店街の詳細については県のホームペー
ジをご覧ください。
　http://www.pref.saitama.lg.jp/a0802/kuroobishoutengai/index.html

上記制度は平成29年度のものです。平成30年度以降の支援制度については、お問い合わせくだ
さい。
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商店街の取組事例
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入間市の
「アポポ商店街」

こども防災ニュースキャスター体験
　入間市のアポポ商店街は、例年行うアポポサマーフェスティバルにて、こ

ども防災ニュースキャスター体験を行いました。

　この取組は、地元防災FM局と連携し、地域住民に災害への備えを呼びか

ける企画です。

　当日は、プロのアナウンサーからレクチャーを受けた子供たちが「大人の

みなさん、きちんと災害に備えていますか？」と呼びかけました。

　子供たちの声は会場内で流れたほか、防災FM局でも防災の日に放送さ

れました。

八潮市の
「パルコ通り商店会」

こども地域安全&防災祭り・商店会お助けプチマップ
　八潮市のパルコ通り商店会では、夏祭りイベントで起震車を使った地震
体験を行いました。
　夏祭りイベントは、近くの中学校の校庭を借りて毎年行っていますが、防
災を取り入れたのは初めてでした。
　この体験は、八潮市の協力で起震車を借り、地元消防署から消防士を派
遣してもらい実施しました。
　また、各個店が災害発生時に協力できることを宣言した「商店会お助け
プチマップ」を作製し地域に配布しています。 

▲防災訓練の一コマ

▼商店会お助けプチマップ

goodgood
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商店街の災害対策と聞くと、難しそうで、後回しにし
がち。
でも先行して実施している商店街さんにお聞きする
と、「意外と簡単！」という答えが返ってきます。

１．災害対策は意外とカンタン！

もし地震等の災害に対して何も対策をしていなかった
ら、商店街にある多くのお店は大きな被害を受け、長
期間の休業を強いられるでしょう。高齢の店主の中に
は事業再開をあきらめ、廃業してしまうケースもある
かもしれません。

逆に災害対策を行って商店街が早期復旧できれば、地
域住民の生活に必要な物資やサービスを早く届けら
れます。結果、地域の復興も早まり、地域住民に感謝
されながら商店街にもお客様が戻ってくることになり
ます。

「いざというとき」こそ、地域を支えることが商店街
の価値を高めます。そのために災害対策が必要なの
です。

２．災害対策の目的・
　　意義とは？

商店街の災害対策で、
柱となる取り組みは３つ。））

Ⅰ．商店街の災害対策

❶商店街のメンバーで
災害対策について話
し合 う 場 を 設 ける
（防災ミーティング）

❷個店向け防災勉強会
で商店街全体の防災
力を高める

❸商店街主催で防災イ
ベント・防災訓練を
実施する

災害対策とは
地震や水害などの自然災害が発生しても、事前の対策で商
店街や個店の被害を小さくするとともに、災害による被害
の情報収集を行い、復旧対策を指示・実行できる体制作り
や訓練により早期復旧できるように計画することです。
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防災ミーティングとは・・・

「防災ミーティング」の打ち合わせで、商店
街メンバー同士のコミュニケーションが増
え、商店街の一体感が増します。

防災勉強会の実施で商店街全体の防災力
が高まれば、商店街の重要性が見直され、
地域との結びつきが強まります。

地域を巻き込んだ防災イベントや
防災訓練の実施で新たなお客様
が商店街に足を運ぶきっかけとな
り、商店街を活性化できます。

災害対策のメリット

商店街が地震等の災害に強くなるのが一番のメリッ
トですが、それ以外にも下記のようなメリットがあ
ります。
例えば・・・

３．商店街で災害対策すると
　　　どういうメリットがあるの？

防災ミーティングは商店街の災害対策の第一歩
です。

商店街のメンバーが集まり、真面目に、気楽
に、商店街の災害対策について話し合い、何
をするか計画を立てる場のことです。

防災ミーティングに先立ち、防災リーダーを
任命して防災リーダーを中心にミーティン
グを進めます。

防災リーダーはいざという時でも活動でき
る若いメンバーの
方が 望ましい
です。

１．商店街メンバーで災害対策について
　　　話し合う「防災ミーティング」とは？

Ⅰ．商店街の災害対策 Ⅱ．防災ミーティング

Merit
1

Merit
2

Merit
3
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大規模地震等の災害発生時に被害をできるだけ
小さくするには、事前の対策と同じくらい災害発
生時の初動対応が重要です。

初動対応では、素早い判断・行動が求められるた
め、災害発生時に被害状況等の情報を収集し、いち
早く行動に移せる体制が重要になります。

そのため防災ミーティングメンバーは、災害発生
時も集まって、いわば「商店街の災害対策本部」と
して、機能する必要があるのです。

❶地域、商店街の被害状況などの情報収集

❷自治体や消防団と連携しながら救命活動や
物資の調達

❸早期復旧のために商店街として必要な対応
の判断

災害発生時に求められること

２．防災ミーティングで話し合うことって
　　どんなこと？

３．災害発生時も防災ミーティング
　　メンバーが集まる理由は？

Ⅱ．防災ミーティング

❶災害対策を実施する目的・意義を
話し合い、災害対策実施の是非を
決める。

　（例：いざという時に地域の役に立ち
たいなど）

❷災害対策として何をする
かを決める。

　（例：防災勉強会や防災イ
ベントの実施など）

❸何をするか決まったら、
役割分担を決める。スケ
ジュールを決める。

　（役割分担については
11・12ページを参照く
ださい。）

❹定期的に防災ミーティン
グを開催し、各担当の進
捗状況を確認する。課
題があれば話し合い、解
決する。

❺災害発生時は防災ミー
ティングメンバーが集ま
り、情報収集や、今後の
対策を話し合い、決定
する。
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標準的なモデルでは商店街振興組合等の組合員
の中からリーダー、メンバーを選出いただき、どの
ような取り組みを行うのかのアイデア等を作成、
その後全組合員の前で発表しご意見をうかがい
ます。

防災ミーティングのメンバーはリーダー同様に災
害発生時も活躍いただくメンバーですので若い方
を中心に選ぶことをお勧めします。

リーダー以外の役割としましては、平時や災害発
生時に必要な対応に合わせて、次の役割が考えら
れます。

役　割 内　容

個店
担当

平　時

災害時

平　時

災害時

平　時

災害時

地域
担当

商店街
担当

防災勉強会の企画・開催

個店の安否確認・被害状況確認

地元消防団との連携、災害時お助
けマップの作製

防災イベント・防災訓練の企画・
開催

災害時の物資の調達、炊き出し等
のイベント開催

地域の被害状況等の情報収集、自
治体との連携、商店街HPでのお見
舞いメッセージ・イベント告知

４．防災ミーティングにおけるメンバーの
　　役割分担は？

Ⅱ．防災ミーティング
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❶勉強会実施のスケジュールの決定
実施時間は1時間程度。他の行事とセットで
実施するのもお勧めです。

❷講師の決定
商店街のメンバーでも実施できますが、地元
消防団の方にお願いすることも選択肢の１
つです。

❸勉強会の内容の決定
本書の巻末にある個店向け防災情報または
内閣府発行の「減災のてびき」がわかりやす
いです。　

大規模地震等の自然災害発生時には、命
の安全確保が一番大切です。

タンスの置き方ひとつでも、災害時の生
死を分けます。

防災勉強会を実施することで個店の皆
様が防災の正しい知識をもてます。これ
によってご自身、家族、社員、お客様の命
を守ることにつながります。
また勉強会の中で商店街としての独自取
り組みも個店の皆様に知っていただけ
ます。

１．防災勉強会の実施の流れについて

Ⅲ．個店向け防災勉強会

目的
防災勉強会実施までの流れ
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勉強会の目的は災害対策の知識を持ち、
備蓄等の対策を打つことで個店の防災
力を上げていただくことですが、個店には商店街全体
の防災力向上や地域貢献にもご協力いただきます。

❶個店が行う備蓄にロウソクとラジオを加える: 
災害が発生しても商店街に来れば、商店街全体に灯りが
あり情報が入るようにしましょう。そのために各個店に
協力してもらい、ロウソクと手回し式充電ラジオライト
を備蓄してもらいます。防災勉強会では備蓄の依頼と趣
旨を説明します。

❷個店として災害時に協力できることを宣言する（商店
街災害時お助けマップを作成する場合）：
先進的な取り組みを行っている商店街では、各個店に任
意で協力いただき、「商店街災害時お助けマップ」を作
成し、地域に配布しています。
災害時の地域貢献として、個店が実施できる施設の開放
や商品の飲料水・食料の無料提供などをまとめてマップ
にしたものです。作成すれば商店街や個店のＰＲにもな
ります。　　

▼パルコ通り商店会「商店会お助けプチマップ」　

２．防災勉強会からさらに一歩進めて…

Ⅲ．個店向け防災勉強会
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さらに防災力を高めるために、勉強会の実施以後、次の
取組をおすすめします。

個店向け防災勉強会実施後の取組例

３．防災勉強会実施後の取組について

Ⅲ．個店向け防災勉強会

個店向け防災勉
強会実施。

STEP

1

1 か 月 後 、防 災
ミーティングメ
ンバーが各個店
の備蓄状況等を
確認する。

STEP

2

各個店への訪問時
に災害時に個店が
協力できることをヒ
アリングし、それら
を取りまとめ「災害
時お助けマップ」を
作成する。

STEP

3
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※地元消防団との連携が重要になります。地元の消
防団は地域の方々が団員となっています。地域の
防災力を向上させたいという思いも共通ですし、
且つ災害対策のノウハウも持っていますので、
防災訓練などスムースに行うことができま
す。消防団の方々と接点がなければ、地元の
消防署にご相談してください。

１．防災イベント・訓練実施の流れについて

Ⅳ．商店街主催防災イベントの実施

防災イベントや防災訓練を通じて、災害
発生時の商店街の対応力を強化します。
さらに防災イベントを機会に地域の皆様
に商店街へ足を運んでいただき、商店街
を知っていただきましょう。

目的

事例：
パルコ通り商店会
こども地域安全・
防災祭り

❶防災イベント・防災訓練
　実施のスケジュール・
　内容の決定
　地元の消防団・消防署に相談して準備しま
　しょう。

❷地元消防団や消防署との打合せ
　地元消防団の協力も得ながら、放水やAED
　講習、消火器訓練、起震車による地震体験な
　どの実施内容を決めます。

❸実施の準備（チラシやポスターの作成等）
　商店街振興組合と防災ミーティングメンバー
　で連携しながら行います。

防災イベント・訓練実施の流れ
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○放水車のデモンストレーション
暑い夏の時期に行うと、納涼もできて一石二鳥！

○商店街災害時お助けマップの配布
防災に取り組む商店街のことを地元の方に
知ってもらうチャンスになります！
○防災に便利な日用品(例：ラップやトイレット
ペーパー）等を景品としたゲーム大会などの
盛り上げ策

防災イベント・防災訓練は、防災の啓発に役立つ
だけでなく、商店街のにぎわいづくりにも貢献し
ます。

○パルコ通り商店会「こども地域安全&防災祭り」 

市町村や地元消防署をはじ
め地域と連携してイベントを
行うことで、地域の皆様との
親交を深め、商店会の活性
化につながっています。

○アポポ商店街「こども防災ニュースキャスター
　体験」（４ページに取組内容があります）

お 子さんが イベント のス
テージに立つと、ご両親や
祖父母の方までイベントに
足を運んでくれます。商店
街もいつも以上ににぎわい
ました。

防災イベント・防災訓練おすすめの内容

２．防災イベント・防災訓練おすすめの
　　内容について

３．事例から見る防災訓練・防災イベント
　　の効果

Ⅳ．商店街主催防災イベントの実施

防災イベントだけだとなかなか人が集まりません。
他のイベントとセットでやることをお勧めします。

小さなことから始めてみるのはいかがでしょうか。

（３ページに取組内容があります）

○起震車を用いた
　地震体験
物珍しさから子ども
に人気のコンテンツ
です。
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災害対策の効果がどういうもの
かを理解するために事前の災害
対策の有無によってどう違うか、
シミュレーションを見てみま
しょう。

日中、人通りの多い時間帯に、突如テレビや携帯

電話から「緊急地震速報」のアラームが鳴り響き

ました。

「緊急地震速報です。強い揺れに警戒してくださ

い！」行き交う人々も動揺しています。30秒ほどし

て非常に激しい地震が発生しました。県内全域に

震度６弱～6強を観測。

商店街では剥がれ落ちた建物の壁に逃げ惑う

人々、悲鳴や叫び声が聞こえます。倒壊する建物、

一部は煙が立ち始めています。停電により信号機

も止まっています。商店街の様子が一変してしま

いました。

それでは災害対策の有無でどう違うか
見てみましょう。（次ページへ）

Ⅴ．災害対策の有無による違い

もし今
大規模 　　が
発生したら？

地震



25 26

・昭和56年より前に建てられた個店の多くが倒壊。
また倒壊していない個店でも陳列棚を固定してい
ないケースが多く、地震で倒れた棚の下敷きになる
来街者、個店の店主も多数。

・多くの商店街振興組合メンバーが自店のかたづけや
家族のケガの手当てに追われ、他店の被害対応に
は手が回らない状況

・倒壊した建物や剥がれた外壁などのがれきが散乱
する中で、どうしてよいのか分からず戸惑う来街者
が多数。

・商店街全体の被害がどのような状況か把握できず、
自治体への連絡ができず。

・日頃の商店街での防災勉強会により個店の倒壊やけが人の数
は限定的。

・各個店でも救急箱を用意してあったため、けが人に必要な簡単
な応急処置はできた。

・地元消防団と協力して、商店街の被害状況を確認すると共に、
活動可能な人が率先して、けが人の手当てや倒壊した建物から
生き埋めになった人を救出。

・商店街振興組合メンバーが中心となり災害対策本部を組合事
務所内に立ち上げ。商店街全体の被害状況を把握すると共に、
必要な物資や応援を自治体に要請。

・倒壊リスクのある建物の住人や帰宅困難者を避難所に指定さ
れている○○小学校に案内

地
震
発
生
直
後

災害対策 なしの場合 災害対策 ありの場合

Ⅴ．災害対策の有無による違い
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・営業を再開する個店もあったが、数日経過しても商
店街全体では数店舖。商店街への客足は戻らず。

・高齢の個店の店主から組合に連絡があり、店舗の被
害も大きく、復旧の資金目途が立たない。後継者も
いないので、もう店をたたむと言われた。

・生活物資が調達できないことから、他県に避難し
ている地域の住民が戻れず、商店街に客足が戻ら
ない。

・せっかく再開した飲食店も客足が戻らず、営業にな
らないので、しばらく休業するという。

・地域の皆様になるべく物資やサービスを供給するべく、可能な
限りお店を開けるよう呼びかけ。翌日から営業を再開する個店
もあった。

・災害対策本部で話し合い、自治体の支援も得ながら炊き出しを
実施。地域の皆様から感謝される。

・停電も続くことから、各店舗の商品をもちより商店街全体でワ
ゴンセールを実施。地域の皆様が数多く足を運ぶ。

・商工会議所の出張相談窓口を設け、補助金や助成金等のお金
の相談ができるようにした。

・予め作成した連絡網を使い、個店の店主に安否確認と被害状
況の確認を行い、商店街全体の詳細な被害状況を把握。

・約半数の店が数日で事業を再開。食材や飲料水も供給できるよ
うになり、徐々にではあるが商店街に活気が戻り始めた。

数
　
日
　
後

災害対策 なしの場合 災害対策 ありの場合

Ⅴ．災害対策の有無による違い
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・昭和56(1981)年に、建物の強さを定める基準が大きく変
わりました。この年以降に建てられているかどうかが、建物
の強さを知る1つの目安です。
■昭和56(1981)年
以 前 に 建 てら れ
た建物の場合

古い耐震基準の建物では十分な強
度が備わっていない場合もあります
ので、必ず耐震診断を受け、その結
果に応じた補強を行いましょう。

対策１：建物の耐震性
・災害時に従業員が家族の安否を出来るだけ早く確認する
ために、予め家族間で連絡方法を決めておくように個店で
も徹底しましょう。
利用者が殺到し、回線が混み合ったり、通信網の被災等で電
話等が繋がり難くなる事がありますので複数の連絡方法を
決めておくことを推奨します。

　□スマホ・携帯メール（　　　　　　　　　　）
　□ＳＮＳ（　　　　　　　　　　　　　　）
　□ＮＴＴ 災害用伝言ダイヤル１７１
　□ＮＴＴ 災害用伝言版Ｗｅｂ１７１
　□携帯各社の災害用伝言板サービス

対策 5：家族・従業員の安否確認

〇内閣府「減災の手引き」
　 （http://www.bousai.go.jp/kyoiku/keigen/gensai/tebiki.html）

〇防災マニュアルブック
　「SAITAMA ITSUMO BOーSAI」埼玉県
　 （http://www.pref.saitama.lg.jp/a0401/itsumobo-sai.html）
・埼玉県では、イツモの備えを具体的に分かりやすく伝えていくこと
で、県民の皆様が防災に取り組みやすい社会を目指しています。
・日本に暮らすということは地震とともに生きていくということ。だ
からこそ、地震への備えを平常の生活と切り離して「特別なこと（モ
シモ）」として捉えるのではなく、「イツモ」の生活の中で自然体で当
たり前のこととして取り組むことが大切です。

○東京海上日動ホームページ　防災・減災情報サイト
　「あしたの笑顔のために」
　 （http://www.tokiomarine-nichido.co.jp/protect/egao/）

  個店でもBCPが必要な場合はこちら↓↓↓

○中小企業庁BCP策定運用指針および
　策定ブランクフォームダウンロード
　 （http://www.chusho.meti.go.jp/bcp/contents/bcpgl_download.html）

対策 6：防災・減災に役にたつガイドブック

・大地震では陳列棚は必ず倒れるものと考えて、固定する、
低い陳列棚を使用するなどの対策が必要です。但しコスト
のかかることですので、できるところから始めましょう。
・大地震では家具も同様に倒れます。家具も固定することで
転倒防止を図れます。寝室には極力家具を置かないように
しましょう。やむをえず寝室に家具を置く場合は、倒れる向
きを考えて配置しましょう。
・また大地震では窓ガラスや食器の破片が床に広がり素足
では歩けません。寝室にはスリッパやズック靴を置いてお
きましょう。目の悪い方はメガネも忘れずに。

対策 2：陳列棚や家具の固定と配置の見直し

・緊急地震速報がなったら、お客様と共に安全な場所へ避難
するなど、まず自分と周りの命の安全の確保といった災害
時の行動の確認。
・最寄りの避難所や安否確認のルール、方法を確認する。
・商店街の仲間と協力し、助け合うことが大切と理解する。

対策４：家族・従業員と防災会議を開きましょう

・個店として：手回し式充電機能付きラジオラ
イト、ロウソク、簡易トイレ、救急箱、バール
・住宅として：飲料水（1人2ℓ×3日分）、食料、
普段飲む薬、入れ歯、補聴器

対策 3：日頃から準備しておきたいもの

※詳しくは市区町村役場の防災担当課に相談してみましょう。

Ⅵ．参考情報＜個店向け防災参考情報＞
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	埼玉県_災害対策パンフ1920
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	埼玉県_災害対策パンフ2930

